
【取組内容①】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

壬生町立南犬飼中学校（栃木県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

汎用ソフトウェアを活用し、クラウド上で互いの進度を確認し合える環境を整えた。生徒は困ったことがあれば、教師にだけ
でなく、友達に尋ねるなどして学習を進められるようになった。授業では、個人で集中して学習に取り組む姿や、友達と学び
合う姿など、さまざまな生徒たちの姿が見られるようになった。生徒の進度が可視化されるようになったため、教師は支援がし
やすくなった。生徒に任せられる場面が増え、支援が必要な生徒に多くの時間をさけるようになった。



【取組内容②】 情報活用能力の育成（カリキュラムマネジメントによる横串）

壬生町立南犬飼中学校（栃木県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

情報活用能力カリキュラム・マネジメントを作成した。見方・考え方を働かせた魅力ある授業実践を通して、自己と社会・
世界を繋ぎ、持続可能な学ぶ姿を育てることを目指すものである。中学校は教科の特性が強いため、教科に応じた活用が
求められる。教師の担当教科における効果的な活用方法が重要になるが、他の教科でどのような活用をしているかを把握す
ることで自分が担当する教科においても反映することができる。年に数回実践を記録し、随時見直しを行う。



【取組内容④】 校務DXの推進

壬生町立南犬飼中学校（栃木県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

データ保存先については、これまで活用していた校内の共有ドライブから、今年度からクラウド上での保存を始めた。職員会
議や日常の連絡は汎用ソフトウェアによる連絡ツールで、個々の作業はクラウド上で行うなど、それぞれのプラットフォームの特徴
を活かした活用が進んでいる。これに伴い校務DXが促進され、いつでも・どこでも情報の編集・共有が可能となり、各教員のラ
イフスタイルにあった働き方の実現の一助となっている。


